
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

第第   ３３ ６６   号号  
発行 ： (一財 )三重県交 通安全 協会 

三 重 県 交 通 安 全 研 修 セ ン タ ー 
平成 2６年２月発行 

もうすぐ卒園式、４月から小学校へ通う子供たち。 

春が近づいてくると、一つ学年があがるのが楽しみで 

胸踊らせる姿は微笑ましいですよね。 

子供たちは成長するとともに、知らない道を一人で通る事もあり、 

少しずつ行動範囲も広くなっていきます。 

子供たちが事故に遭わないように、通学路を一緒に歩いて、

危険な箇所を確かめ合い、何がどの様に危険なのか、どうすれ

ばいいのかを子供目線で話し合って、通学中に事故に遭わない

ように見守ってあげて下さい。 

子供は、大人の行動をよく見ています 

交通ルールや、マナーを守り、 

良いお手本を見せるようにしましょう。 

☆ 新入学（園）児を交通事故から守りましょう！ ☆ 

４月から初めて街頭指導に出る事になり、不安に思う方もいるのではないでしょ

うか。毎朝、横断歩道で見かける場面でも、誘導している保護者の方が危ない！と

思う事がよくあります。 

子供たちの安全を見守る事も大切ですが、ご自身の身を守る事も大切です。 

誘導される時に気をつけて頂きたい注意点があるのをご存知ですか？ 

・誘導者の服装 

・信号のない場所での誘導の仕方 

・横断誘導の立ち位置、横断旗の使い方 

等、安全な街頭指導の仕方を具体的に研修センターで 

学んでみませんか。 

『 街頭指導される保護者の方へ 』 



 

◇ 開館時間  午前９：３０～午後４：３０ 

     ☆ご利用は無料です☆ 

   ◇ 休 館 日  土曜・祝日・年末年始（１２/２９～１/３） 

   ＜ 住 所 ＞ 津市垂水２５６６ 三重県運転免許センター４階 

        三重県交通安全研修センター 
   ＜ ＴＥＬ ＞ ０５９－２２４－７７２１ ＜ ＦＡＸ ＞ ０５９－２２４－７６４１ 

 

花粉症の薬を病院から処方してもらうときに、「車の運転は 

しないでください。」と言われた経験はないですか？ 

花粉のグズグズや、目のかゆみなどが出ている時に車を運転すると、集中力が切れて

しまったり、花粉症の症状を抑えようと処方してもらった薬を服用した場合、眠くなる

などの副作用がでて、運転に悪影響が出る場合があります。 

特に、花粉症で処方される薬で抗ヒスタミン薬の場合、自覚

しないうちに眠気が起きてしまうというインペアード・パフォ

ーマンス（精神や運動機能が低下する状態）症状がでるおそれ

があります。 

花粉症の薬を服用しての車の運転は、自身の身を危険にさら

してしまう結果になる可能性がありますので、事前によく医師

と相談をしてから服用する必要があります。 

☆ 交通安全のワンポイント ☆ 

『 花粉症と車の運転 』 

自転車コースのオープンを３月中旬に予定していましたが、 

準備を含め４月にオープンすることになりました。 

自転車も新しくなり、今まで以上に交通ルールを守る大切さ、楽しさを

体で感じながら学ぶことができます。 

オープンの際にはホームページ（www．safetyplaza-mie．com） 

でお知らせします。 

是非お越し下さい♪ お待ちしております！ 

自転車コース、『リニューアル中』にてご迷惑をおかけしております。 

☆ 平成２６年 ４月オープン ☆ 


